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第一日  3月 30日 (火)

第H会 場  函 数論

9 :00-12 :00

1 上 田英靖(大同工大)有 理型函数の一意性定理

2 小 林忠(千葉敬愛経済大)あ る種の実整函数について

3 占 部博信(京都教育大)整 函数の primeness in di宙sor senseについて

4 加 藤正公(静岡大 ・教養)Wimanの 定理の函数系へのある拡張について

5 戸 田暢茂(名工大)あ る函数系について

6 相 川弘明(学習院大 ・理)容 量と測度の比較について

7 山 下′
瞑二(都立大 ・理)Principle Of Hardy majOrant

8 山 本博夫(東北大 ・理)Maskit's cOmbination theorems and geometric finiteness

9 山 本博夫(東北大 ・理)Maskit's cOmbinatiOn theorems and residual Hmit sets

10 米 谷文男(京都工繊大 ・工業短大部)Differentiability of differentials under quasiconfOrmal

deformations

11 毛 利政イ子(阪大 ・工) On characterization for quasiregularity by quasiconforrnal metrics

12 志 賀啓成(京都産業大 ・理)Riemann面 とその上の Hilbert空間の擬等角変形について
13 山 岡深幸(阪大 ・理)境 界をもつ極小曲面の成す空間について

14 藤本坦孝(名大 ・教養)On the Gauss map of a complete minimal surface in R"

15  藤本坦孝 (名大 ・教養) On the defect relatiOn for the derived curves of a ho10morphic curve

in P″(C)

16 窪 田佳尚(東京学芸大 ・教育)θ
″

内の有界対称領域における一つの極値問題について

13 :30-15 :10

17 阿 部幸隆(九大 ・理)Le宙 ‐foliationについての一注意

18 阿 部幸隆(九大 ・理)Peak functiOnが 存在するための条件について

19 小柳良平(九大 ・理)あ る完全微分形偏微分方程式系の大域的正則解の存在について

20 高 瀬正仁(九大 ・理)解 析的形成体の形状について(I)

21 真 次康夫(信州大 ・理)有 界正則函数の一つの特徴づけ

221「
優霞異1虐奔臭〒≧)Kuialaの

問題の否定的解答

23 真 次康夫(信州大 ・理)正 則函数の実部 としての多重調和函数について

241需員晶11翼〒義藝)・
教養)複素リー群のコホモロジーについて

特 別 講 演

J6zef Siciak(」agellonian Univ。) Capacities and extremal plurisubharmOnic functions in 19″     60

(15:30～16:30)

第二日  3月 31日(水)

第Ⅱ会場  函 数論

9 :00^V12 :00

25 幸 原昭(姫路工大)Generalized analytic函数について

26 阪 井章(女臣路工大)Totally real setと近似定理について

27 近 藤誠造(京都府大 0生活科学部)固 有面の analyticな配列の特異性について
28 上 田哲生(京大 ・理)一 及び二変数の局所解析変換の構造

29 田 島慎一(東大 ・理)く さびの刃型解析接続について

30 田 島慎一(東大 ・理)偏 微分方程式系の正則解の解析接続

31 三 富照久(広島大 ・理)On Bremermarln's coniecture for the Silov bOundary of pseudOcOnvex

Riemann dOmains

講演時間 (分)
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32 鈴 木正昭(富山大 ・理)擬 凸領域上の intrinsic metrics                     10

33 藤 本佳久(東大 ・教養)あ る可算個の直積空間上の正則函数について               10

34 竹 腰見昭(京大 0数理研)A duality theorem on pseudoconvex domains             10

35 渡 辺公夫(筑波大 ・数学系)On nOrmal quartic surfaces with a singularity of geometric genus

equal to two
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1。上田英靖 (大同工大)有 理型函数の一意性定理

記号。/,gを 非定数有理型函数とする。 このとき,

/=α  tt g=αにより,/と gが重複度まで含めて同じ

α点をもつことを表わす。また, 力を自然数または∞と

して E(α,れ/)={z∈ θ;zは /α の重複度が力以下

の零点}と する。さらに,

スK/)=H里 虜up{/V(401/)十Ⅳ(4∞ ,/)}/T(4/)

とおく。

ここで, 2つの一意性定理を述べる。

定理 1。 /,gが /=0● g=0,/=1‐ ~g=1,/=

∞ ――g=∞ を満たす非定数有理型函数とする。このと

き,κ (/)<1/2な らば,/=gま たはヵ ≡1で ある。

定理 2. /, θが /=0● g=0, /=1=θ =1,

/=∞ =g=∞ を満たす非定数有理型函数とする。さら

に,E(α,れ/)=E(α ,たク)(ただし,力は2以上のある自

然数または∞)を満たす複素数α(≠0,1)が存在するも

のとする。 このとき,/=α =g=α である。

2.小 林 忠 (千葉敬愛経済大)あ る種の実整函数に

つ い

‐

て

/(z)は 実整函数,E(/)={′ ∈R:/(2)=′ は実

根のみ}と おく。

集合 E(/)が 2点 以上含むならば /(2)は 指数型,

即ち T(4/)=0(γ ),かつ E(/)は 実数体Rで の閉区

間となる。これに関連して次の結果が成 り立つ。

(I)E(/)が 2点 以上含むならば極限 lim T(4/)ル が

存在する。

(III E(/)={-1≦ χ≦ 1),T(4/)～ 24〃 π (4>

0)と 仮定する。このときすべての実数χについて

(/′(χ))2+(4/(″ ))2≧42

となる。よって導関数 /′(2)か らの集合 E(/′)も 2

点以上含む。

3. 占 部博信 (京都教育大)整 函数の primeness in

divisor sense について

整函数の零点集合 (divisor)に対 して,次 のような

pHmenessの概念を考えよう。零点をもつ整函数 F(2)

がある整函数 /,g,4に よって,

F(z)=/(g(z))・♂に)

のように表現 されたとき,常 に,ノ(z)が一位の零点を

唯一つもつか,ま たは,θ(z)が一次の多項式であるこ

とが結論されるとき,F(2)は prime in divittr senseで

あると呼ぶことにする。同様に,pseudo‐prillne(left‐prime,

right‐prime)in di宙sor senseも考えられる。

本講演では,い くつかの注意と合わせて,次 のような

結果を報告したいと思う。

1.P(z)を 多項式とするとき,z ttP(〆 )は prime

in di宙sor senseである。

2.P(z),0(2)を 非定数多項式とし,任意の自然数

力に対して,θ
力′・Q(〆 )が 定数でないとする。このと

き,P(2)+o(〆 )は prime in divisor senseである.

3。点集合列 {五″}胃=1,4″={α″」}角 (1≦ 物 ≦∞)

と,相 異なる素数列 {夕″)"=1(夕″≧3)に 対して,F(z)

は
足14″

を零点集合とする整函数とし,次の 3条件を仮

定する;(1)Fの 零点 α″プの位数は ,″(ノ=1,… ,922),

(2)ある半平面 ″ が存在して,4″⊂ 〃かつⅣ(44″)の

order<1(η≧1),(3)A“4足14″)のorder≧1. こ
のとき,F(z)は left‐rime in divisor senseである。

4. 加 藤正公 (静岡大 ・教養)WiIElanの定理の函数

系へのある拡張について

/=(/。 ,/1,・・・,ん )を l zl<∞ での lower orderス

の transcendentalな函数系とする。

G=α o/。+α 1/1+……。十 αたん (≠0)と したとき,

A.v.Krytov(Ukrainian Math.J,31.No.3(1979))は

次の結果を与えた。(1)ス<:,(五 )δ(G)>1-cos″

⇒ヨγ″↑∞s.t.りmlG(γ″θ̀θ)1/‖/(γ″θJθ)‖=o
u n i f o r m l y  f o r  o≦θ≦24こ こに,

‖/ ( z )‖= ( 1 /。( 2 ) 1 2 + 1 / 1 ( a 1 2 +…… + |ん ( 2 ) 1 2 ) :
とする。これに対して,ス= :の とき,次 の結果を得
たことを報告する。

定理。(1)ス=;, 0短 T(4 / ) /γ:=o , Oβ

>0に 対して,Ⅳ(γ,o,G)/T(γ,/)<η l(log γ)1~β

l;〃手ltt l T t t f h i f軍
:・Lた しγ

れ́ り1/‖/

5。 戸田暢茂 (名工大)あ る函数系について

/1=(/。 ,/1,・・・,九 )を l zl<∞ での transcen‐

dentalで非退化な函数系,/'(夕 =2,… …,η)を その
“
as∝iated curve",らを /クの特性函数 とする。こ

のとき,3間 の重要な関係として Weylの 言う所のオ
ニ主要定理がある。そして,AhlfOrsは ら の位数は

皆等しいことを示し,ま たそれらの劣位数も皆等しいこ

とが分かっている (Na 9 o y a  M a t h . J . , 8 1 ( 1 9 8 1 ) )。ここ

では,次 の 2つ を報告する。

1 . r : (γ )～ r l ( 2γ)⇒ 3 (γ)～ 3 ( 2γ) (夕= 2 ,…

…。,η)。この方法を応用すると,l zl<∞ での有理形函

数 力(2)に 対 して,「 r(γ,ヵ)～ T(2γ,力)⇒ T(γ,

力
′
)～ r(2′́,力

′
)」を得る。
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2.一 般位置にある ス1,……,41_1に対 して δ(4;,  の ときGが 幾何学的有限であることと,Gl,… …。,GS

/1)=1で /1が 有限位数ならば,一 般位置にある  が 幾何学的有限であることとは同値である。

4′(プ千 1,…・・・,("お
1))で δ(4′,/2)=1と なるも

のがある (ク=2,… …,η). 9.山 本博夫 (東北大 ・理)Maskit's combination

theorerns and residual limit sets

Gを クラィン群とし,次 の記号を導入する。

S(G):Gの セパレーター全体から成る集合,

40(G):Gの 残留極限集合,

ιl(G):Gの 第一種残留極限集合,

L2(G):Gの 第二種残留極限集合.

定理.ク ライン群Gは ,ク ライン群 Gl,・・…・,Gs及

びメビウス変換 /1,・・…。,/′ からマスキットの組み合

わせ定理を s+ι-1回 用いて構成 されたものとする。

このとき,S(G)=G(∪ J=lS(GJ)),及 び L2(G)

=G(∪ ∫=lι2(GJ))が 成 り立つ。

系 (佐々木)。クライン群Gで 40(G)=Ll(G)≠

φなるものが存在する。

10。米谷文男 (京工繊大 ・工短)Differentiability

of differentials under quasiconforlnal deformtions

複素パラメーター ′(|′|<1)を 持った擬等角同値な

リーマン面の族 R`,P。からR`へ の擬等角写像 /`が 次

のように与えられているとする。/′のベル トラミ係数

μ(z,′)は可測で,1)μ (z,0)=0,‖μ(z,′)‖∞=り p

lμ(z,″)|<1,2)3〃 `s.t.‖μ(z,′+の一μ(z,′)‖∞<

″`l λ l for sman力,3)殆 んどすべての z∈ R。に対し

′―→ μ(z,′)が正則を満足する。次に RO上 の 2乗可

積分な実微分の作るヒルベル ト空間を「,調 和微分の作

る部分空間を 几 ,そ の補空間を Γ¢。と表わし,Γ ヵの

部分空間 Γχとその 「ヵにおける直交補空間の共役微分

の作る空間
中rけ をとる。

さて Rr上 の有理型微分 9`に対し,そ の 20へ の pull

backを ψ
′。/′として,9`。/′-9°が Γx+′

キΓχ
・+Γ ′。

1雷 Lヤ  L載 ず 昴 |

一φ
`‖=0,α  real。これを用いて,上 記の変形の下で,

Green,Neulnann函 数他のオ 2変 分を導 くことができる。

11.毛 利政行 (阪大 ・工)On characterization

for quasiregularity by quasiconforlnal metrics

Gを R″の領域,/:G― → R″を向きを保つ連続写像

とする。Martio一Riよman― Vaisalaの結果より, もし

/が ″Sεπ′ο″θηで G内 の任意の“ηルπSθγ(E,D)に

対し,不 等式

cap(/(E),/(D))≦ K cap(E,D)

6.相 川弘明(学習院大・理)容量と測度の比較について

R″上の函数島をf.(″)=レ lα
~″
,0<α<ηとす

る。ク≧ 1に対し容量 R″,pを

Rc,,(E)=inf{‖/‖β;L・/(″)

≧lon E,/∈ι皐(R″)}

とする。夕=1の ときは /は 測度とする。 1≦ 力≦ η

に対し ″ ={(■ 1,・…・・,″″);IP3=……・=J″ ヵ+1=

0),グ(∬)は ■と〃の距離とする。β<ル のとき測度 の

を ″β(■)=グ (■)~βみ で定義する。中心 ″半径 γ

の閉球を C(■ ,γ)と書 く。次の定理を報告する。

定理.α夕<力 とする。任意の可測集合Eに 対して

4σα,(E)≦ Rα,p(E)・

さらにρ, 0 <ρ < 1 ,θ > 0が あつて ∬∈Eに 対し

I E∩C (■,ρグ(■) ) |≧ θグ(■) "ならば

βσα,(E)≧ Rα,p(E)・

ただし4,3は Eに 無関係な正の定数である◆

7.山 下慎二 (都立大 ・理)Principle of Hardy

majorant

log“が劣調和であるような函数 z≧ 0は 函数論に限

らず微分幾何でも重要である。D={lzl<1}で の函数

π≧0で ,10g πが劣調和,しかも,π
'≦ λ,(0<夕<∞ )

たはDで 調和 (zに 依存),がDで 成立するものの全体を

nPと する。たとえば,″
'と は'で 正則な/で ,1/1∈

n′ をみたすものの全体である。標題の原理は次であ

る。任意の “∈PLpに 対してDで 零点のない/∈ ″pで

π≦ 1/1を みたすものあり。さらにπは境界値 z(θFr)

が a.e.′∈ [0,2π]にあって,π (θ
:ι
)=1/(θ  jr)|が

a.eに 成立。応用として,〃
夕に関する二,三 の定理の

非ユークリッド化を示す。

8.山 本博夫 (東北大 ・理)Maskit's combination

theoreIEIs and Ooometric finiteness

定義.ク ライン群Gが ,有 限個の双曲的平面で囲まれ

たヂリクレ基本多面体をもつとき,Gは 幾何学的有限で

あるという。

定理.ク ライン群Gは クライン群 Gl,… …,Gs及 び

メビウス変換 /1,… …,/`か らマスキットの組み合わ

せ定理を s+ι-1回 用いて構成されたものとする。こ
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が成立するような定数 K≧ 1が 存在すれば /は q.r.で
あることがわかっている。ここでは

“″sc″′θのθグ
'を

W“ α′をBVB"で εのαε′をに関する不等式を解αs′ωη‐

力御%′πθ′万εに関する不等式で置き換えても/は q.r.
になることを報告する。

12.志 賀啓成 (京都産大 ・理)RieIElann面とその上

の H陶 空間の擬等角変形について

R ` (′≧0 )を R i t t m m面 , / ` : Rι― R Oを κ′―

ク.ε。で 1呻
κι= 1と する。このとき,月 ばR ` )の閉部

分空間に対し,∫d′ω(グ̀ =/ι l(為),ノ。は,。,α。∈R。

を結ぶ Jordan弧)の再生核のノルムの連続性を考える。
一方,各 /′は「 (々R。)か らΓヵ(Rι)への同型写像を引
き起こし,しかも同型写像(/r)オのノルムー→ 1(′→0)。

ここでは,ま ずこのような状況にある一般の Hlbert空

間で,簡 単な考察を行い,そ れを昨秋の学会で報告した

Γヵ̀に関する類似の結果に応用して,次 を述べる。

定理.Γ″(R。)を Γヵ(R。)の任意の閉部分空間,σ3,σi

をそれぞれ́,Γ ″(R。),(/′)芳(「″(′0))のん。ω,∫d′ω

に対する再生核とすると,

I呻‖σ'‖R′=‖σ,‖R。!岬‖σl―(/ι)″(σ3)‖R`=o.

系。Γχ=Γ た,Γヵsa,Γヵ。,「ヵ′,Γヵ″のとき,R`上 の

Γご―再生核,Γl―再生核のノルムについて連続性が成立

する。

また,ク。=σ oi.e.周 期再生微分のときは,更に強い

評価が得られることにも注意したい。

13.山 岡深幸 (阪大 0理 )境 界をもつ極小曲面の成す

空間について

お をR2の 単位開円板とし,々 を2以 上の整数,0<

α<1と する。                 .

5={/∈ ε々 ,α(F,2″)1/″″+/υυ=0′ ηβ}(η≧

2)と おけば, oは Banach空 間 C '々α
(F,R″)の閉部分

空間であり,そ れ自身 Banach空 間となる。そこで,5
の部分集合 羽:を,

W={/∈ 011/″|=1/υlかつ/″・/υ=oグηЁ}
によって定義すれば,ッ|は,R″内に εた'α級のboundary

curveをもつ極小曲面全体の成す集合である。この W:に

ついて,次 の結果が成 り立つ。

定理. /∈ wは , analytic boundaryを もつ, regular

な極小曲面とする。このとき,/の 0で の開近傍 び が

存在して,υ∩羽:は,ある無限次元Banach空間の開集合
と,C々

1-imlnorphicに
なる。

1 4。藤本坦孝 (名大 ・教養) O n  t h e  G a u s s  m a p  O f  a

complete minimal surface in R″

″ を R″内の連結完備極小曲面とする。〃はRierrlann

面とみなされ,″ の Gauss map Gは ,Gの 共役 θ=

Gが 正則である様な ″ から 0″ 2へ の正則写像 とし
て与えられる。ここで Q″ 2は P"~1(C)内 の二次曲
面 を表す。特に 解=3の とき,olは Pl(C)に 同
型,従 って クは有理型函数とみなせる。最近 F.Xa宙 er

は,π =3の とき,ol＼ ク(″)が 7個 以上の点を含
め|ゴθ =定 数,従 って ″ は平面である事 を示 した

[Ann.Of Math.,113(1981)]。 こ こでは, これが,解 が
一般の場合次の様に拡張される事をのべる。

定理.≧ 解2+1個
の P″ 1(C)内

の一般の位置にあ

る超平面 〃Jに 対し,メ 〃 )∩(∪′〃ゴ)=φ なら|ゴ,g
は退化,即 ち g(〃 )が P″ 1(C)内

の或る超平面 に

含まれる。

証明は,Xa宙 erの 証明 と同様 に Yauの 結果 [Ind.
U.Math.J.,25(1976)]を 借 り,更 に P″ 1(c)へ

の

正則写像の値分布論の若干の結果を使う事によってなさ

れる。

15。藤本坦孝(名大・教養)On the defect relation fOr

the derived curves Of a h010mcDrphic curve in P″(C)

P(σ )内 の非退化正則曲線 /に 対し,導 来曲線に対

する Ahlfors―Weylの defect relationの精密化を考え

る。整函数 /。,……,ん を取 り,/=(/。 :・…・・:ん)と

表示し, 7(ι)=(/(ι
t……。,/(ιり,え た=7(゛ lA……∧

7( )々と ぉくとき,力 次導来曲線 は ん =π ∠々で与 え

られる。 こ こで,π :θⅣ」
{o)→ PⅣ(C)(Ⅳ =(鷲‡:)

-1)は 標準射影を表す。非零 decOmpOsable vector∠

∈ 4々+lθ″+1に
対 し,ぐ 1 ,々4>/14々 |の 各点 zで

の零点の位数 を νた(4)(2)と し,ラた(4)(2)=min

繁 鷲 lr)壼 両

)糠

縫 菫鼻 ノ

(の =品
|…

N々(4)(γ)=∫′(バ ′)/′)冴+み (4)(0)lo9 γ,
δ々(4)=HⅢnf(1-鳥(γ)/几(γ))

で,個 数函数,defectを 定義する。ここで ■ (γ)は

ん の特性函数を示す。このとき,一 般の位置にある任

意の decompOsable vectOr■1,……・,■ 9∈ 4カ+lθ″+1

に対し,defect relation Σ Jll δ々(4)≦ Ⅳ+1が 成 り立
つ事を報告する。ここで,上 記の数 (力+1)(η―力)は ,
これより小さい数でおきかぇられない事も注意する。
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16.窪 田佳尚 (東京学芸大 0教育)θ
″

内の有界対称

領域における一つの極値問題について

Dを θ″内の有界領域とし,7(D)を Dか ら C″

内の単位球 B″ への正則写像の族 とする。そのとき極

値問題

S u p  l  J F ( Z O ) | ( 2 o∈D )

を考える。ただし,JFは Fの Jacobianである。

ここでは,有界対称領域に対する次の結果を報告する。

定理。D力 ｀C"内 の有界対称領域ならば,

|ル(zo)|=卍3(D)I JF(ZO)|

なる写像 Fが 7 ( D )内 に存在し, C "の ユニタリー

変換 を除いて一意である.ま た Dの Fに よる像 D

は次の性質をもつ:lalうは dКdar,starlikeかつ

convexである,(b)D⊆B″,β⊆∂Bたっただし,β は

Dの Berglnan‐Silov境界である,(C)Dの 0に おける

isotropy grmp κ(D)の 各元は C"の ユニタリー変換

である,ld)∫,z`万J42(z)=η
~lδ

:J(1≦ ′≦ π,1≦

ノ≦ π),た だし,ρ は β上の 照 D)一 不変 な正規化

された測度である。

17.阿 部幸隆 (九大 ・理)Levi お̈Lthに ついての

一注意

″ を び⊂ C″ の CR‐Submanifddと する。′∈ 〃

における Levi null spaceを」も とする。 夕 の近傍にお

いて ∞dimc馬 が定数であるならば″ のlocal ooln」eX

foliationが夕 で存在することを M.Freelnanは示し

た。ここではその条件が弱められることを述べる。

18.阿部幸隆 (九大 ・理)Peak functionが 存在す

るための条件について

ρ を θ″の滑 らかな C2_級 の境界 をもつ領 域 と

する。つ の境界点における local peak fllnctionを考え

る。夕∈ bρ を通 り次元がIの complex varietyはbρ

上には存在しない事が peak fllnctionが存在するための

必要条件である事を示す。境界が実解析的な場合には我

々の条件は Basenerに よってすでに与えられた必要条

件より真に強 く,し かも,%=2で ρ が擬凸の時は十

分でもある。

19。小柳良平 (九大 ・理)あ る完全微分形偏微分方程

式系の大域的正則解の存在について

θ″を 解 複素変数 z=(ZL z2,・ …・・'Z″)の 空間,

Sを π次元スタイン多様体,Dを C″ ×Sの 正則領

域 とする。D上 の正則函数 θl(Z,s),g2(Z,S),…
…,

多 (Z,s)で 積分可能条件

畿=諭 (プ,力=1,2■……ちπ)

を満たすものに対して,常 に偏微分方程式系

畿=の(ノ=1,2■‥‥ち勁

の D上 の大域的正則解 /(Z,S)が 存在するための必

要十分条件を与える。

20。高瀬正仁 (九大 ・理)解 析的形成体の形状につい

て(I)

0=(D,θ )は 解析函数 /(■)の 有限正則域としよ

う。このとき,/(■ )と つ から成 る解析的対象 α=

(/(″),D)は 何らかの意味において任意ではないと予想

されるが,そ れを追求するために,空 間 θ″+1((■
),y)

内の既約固有面 (Σ)y=/(∬ )を 考えよう。そうして

Σ 自身の形状および空間 σ″+1((″
),y)に おいて占め

る Σ の位置が任意ではないと想定する。この方針に沿

って,今 回は次の現象を例示する :

1°。ガ の内点を可算無限個の局所既約成分が同時に

通過する.

2°.Σ の内点が同時にその点での局所既約成分の境

界点でもある。

3°。(Σ の位相を定めた後で)Σ の位相は一般に局

所コンパクトではない。

21.真 次康夫 (信州大 ・理)有 界正則函数の一つの特

徴づけ

β″を θ
″の単位球,/を B″ 上の正則函数とする。

各境界点 ζ∈ 認 ″に対し,SliCe function/ζを,/ζ(ス)

=/(ス ζ)(λ ∈ 31)に よつて定義する。{/ζ}ζε∂32の

有界性 と /の 有界性について考えると,

定理 1.slice functions/ζはすべて有界であるが,/自

身は有界でないような β″上の正則函数 /が 存在する。

このような反例があるが,次 の様な定理が成立する。

定理 2.ρ を連結, 可 分な複素多様体, /を ρ 上

の正則函数とする。このとき,/が 有界であるためには,

任意の正則写像 9:31→ ρ に対し /。9が 有界である

ことが必要十分である。

[1]FornaeSs,J.E.and Stour,E.L.,Spreading polydisc

on complex n■anifolds,AIner.J.NIIath.,99,933-960(1977)。

[2]Rudin,W。 ,Hdornorphic rrlaps of discs into F‐spaces,

Complex Analysis,Lecture Notes ul ⅣIath。,599,Springer‐

Verlag,104-108(1977)。
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[ 3 ] R u d i n , W " F u n c t i o n  T h e o r y  i n  t h e  U n i t  B a l 1  0 f  σた
,

Springer_Verlag(1980).

22.真 次康夫 (信州大 ・理)Kujalaの 問題の否定的

解答

Kui alaは 〔1〕において三つの問題を提出している。
そのうちの1つは次の通り:/を θ″の単位球 B″上
の有界正則函数で,/(o)≠ 0を みたすものとする。こ

のとき /の 定める divisorをνとすれば,Jensenの

公式より

sup Ⅳν(ζ;1)<∞

が容易に証明される。この逆は成立するであろうか?

即ち,ン が O C Supν ,漑
ノ
ら(ζ;1)<∞ をみたす

B″ 上の pOdtive divisorならば,ν は B″ 上の或る有

界正則函数 /の divisOrと なるか ? こ の問題の否定

的な解答を与える。

[1]Kuiala,R.0.,GeHa五 zed Blaschke conditions on

the unit ball in C',Value Distribution Theory,Part A,

NIlarcel Dekker,250-261(1974).

[2]Rudin,W"Function Theory in the Unit Ba1l of θ″
,

Springer_Verlag(1980)。

23.梶 原壌二 (九大 ・理)・真次康夫 (信州大 ・理)正

則函数の実部としての多重調和函数について

次の定理を証明する :

定理.ρ を Stdn多 様体 〃 上の被拡領域,0を そ

の正則被とする。この時,ρ 上の任意の実数値多重調

和函数が ρ 上の或る正則函数の実部になるための必要
‐
|‐分条件が,〃

1(0・
2)=oヵ ,成立することである。

24.梅 野高司 (九州産業大 ・教養)・風間英明 (九大 ・

教養)複 素リー群のコホモロジーについて

Gを 可換複素 リー群 とする。本講演ではコホモロジ
ー群 〃'(c´

)を 求める.こ の問題 は Gが (=C)
一

群の場合に帰着される。そこで以後 G=σ ″
/二 Γ

は R上 1次独立な 0,… …θ″,υl,・…・・υ9∈ θ″で生成

される Z一 加群 とする。(υ″)=(υ l,・…・・,力),笏 =

(πL… …,π″+。)∈ Z″+ 9に対 し,塩 s = 1 lπ プのs―

解″+s,S=1,「…・・,ακ"=max{lκ ぃ |; 1≦ s≦ α}
とお く。森本によれば Gが (二 C)一 群である為の

1必要十分条件 は任意の z+oに 対し κ″>0と なる

こヽとである。このとき次の定理が成立する。

1 定 理 1.次 の 3つ の条件は同値である。

(→任意のε>0に対し,9>0が存在し轟≦έ冽
( b ) d i m〃'(G , )́ < +∞ ,~が =1, 2 ,∴・…

O dmlplcの=(;レ=Lれ…
定理 2。(a )が成 り立たないときは,″

p( c´
)は nO n‐

Hausdorff となる。

特 別 講 演

J6zef SIcIAK(Jagel10nian Univ)Capacities and

extremal plurisubharlnonic functions in C″
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2 5 .幸原 昭 (姫路工大)G e n e r a l i z e d  a n a l y t i c面数

について

θ・
(η≧2)の 領域 ρ に対し,C3 - ( 1 , 0 )形式 らがあ

る。ρの部分集合 Zに おける連続な/が b―θ.α.であ

るとは, Z で ∂/ =う /,∂ =∂ zl・乙乙+……・・+∂z"・グz″

・…1。(1)をみたしていることをいう。あるうに対 して

ら―ク.α.函数であるとき,単に go α.函数族 という。らキ0

の とき,マ ゴメー ドフ ・パラモードフは Z上 の3-go α.

函数族 yが R上 ベク トル空間 として,そ の次元が無限

大であるとき,yは 繁茂していると呼び,そ のための b

に対する必要条件と,局 所的にそれらが十分であること

を導いた。実は,そ れらの条件が次と同値である:ρ の

各点のまわりに適当な局所複素座標 (物,……。,ω ″)が

とれて,(1)は∂
′
フ=α (ω)gttυl,lαl=R(ω l),∂

′=∂ ″1・

浅ぬ+… …+∂″"・グ″が…・・(2)をみたす。(2)から b―ク.α.

函数族がモンテル型の定理などをみたすことが導かれる。

26.阪 井 章 (姫路工大)Totally real setと近似定

理について

θ
たの領域 Gの totally real set r(Gで非負多重劣調

和な函数 ρの零点集合)の 上で一様近似の問題を扱う場

合,ρ が C2級 であると仮定するのが自然である。

Henkin‐Leitererの結果を用いると,これまでρが C¨

級 と仮定して証明した結果を C2級 に改良することがで

きる。また totally real setと強擬凸領域のpeak inter―

polation setとの関連についても述べる。

27.近 藤誠造 (京都府大 ・生活科学部)固 有面の

analyticな配列の特異性について

〃″=η 次元複素多様体 (compactの可算和),S=″
″

の中の固有面の配列,S。=Sの 部分族,IS。|=Soの 固

有面の点集合としての和,I SOIは閉集合で p.s.h.function

の poleによる定義で capacity Oとする。Sl=S一 SO

は ″″―
I SOIでglobally analyticとする。Slの analytic

proi∝tiOnとしてきまる Riernarln面の genusを9と す

る。 I。前回 (1981年十月の学会で)は 〃2=θ 2に お

いて孤立真性特異点 (IS。|が固有面の可算和になってい

るもの)を 実現する3種類の配列を構成した。これらは

すべて 9=0と なっている。Ⅱ。今回は 〃2=c2_{固

有面の可算和}に おいて前回と同じく孤立真性特異点を

実現する3種 類の配列で ュ =1と なるものが構成でき

ることを注意する。以上 I,Ⅱ 以外 (即ち 9≧ 2)で

は同様の ものは構成できない。即ち

定理.〃
″
,S,S。 等は上記の通 りとする。Siが I SOI

の少なくとも1点 を真性特異点としてもつならば9=0

又は 1で ありかつ Slは β型分解を含む。

28。上田哲生 (京大 ・理)一 及び二変数の局所解析変

換の構造

複素平面の原点 0の 近傍で定義され, 0に おいて消え

る正則函数 /(2)=α lZtt α2Z2+…
… を0の 近傍から

他のある近傍全の変換とみなす。 0の 近傍の点は/の

iterates/″(π∈Z)に よつてどのように変換 される

か? ま た /の 内在的な構造はどのように特徴づけら

れるか? と いう問題を,αlが ′のべき根の場合につ

いて考 える.0の 近傍は,ノ (Z)(η >0)が 0に 収東

する領域 仇 と /2(η<0)が 0に 収東する領域 υ_で

おおわれる。それぞれの領域上に座標 ′+,′ を構成し

て,そ れらに関して/が 平行移動 ′・― ′士+1で 表わ

されるようにできる。υ+∩υ_に おける′+,′ の間の

座標変換 を与 える写像が /の 内在的特徴づけを与えて

いる。

また二変数 の変換で,固 有値が α :′ のべき根,

み:0<lbl<1,と なるものについてもこのような特徴

づけができることを示す。

29。田島慎― (東大 ・理)く さびの刃型解析接続につ

いて

′χを複素多様体 χ 上の正則函数のなす層とします。

Nを Xの genericな実解析的実部分多様体 とし,7を

その複素化 とします。,c_測yに より接コーシー ・リー

マン方程式系を表わします。次の結果が成 り立ちます。

2Hom夕 /(夕ε ttγ,4N)=7xlN

RHom夕 y(夕 C tty,3Ⅳ)

=R「 N( χ́)Θ ωⅣχ〔cOdim N〕

RHom〆 y('C tty, CN)

=R「 six(πⅣI,1′x)aΘ ωⅣx〔codim N〕

ただし,4Ⅳ ,3Nは それぞれ部分多様体 Ⅳ 上の実解

析的函数と佐藤超函数の層を表わし,CNは 余接球 SI y

上の超局所函数の層を表わします。

30。田島慎― (東大 ・理)偏 微分方程式系の正則解の

解析接続

夕χを複素多様体 χ 上の正則函数係数の正則偏微分作

用素のなす層 とします。χ 上の線型偏微分方程式系/

を夕x―moduleと みなせば,方 程式系/の
“
正則解

"

は RHom夕 χ(/,´χ)と 理解 されます。今 Ⅳ を χ の

genericな実解析的実部分多様体 とし,yを その複素化

とします。方程式系/か ら自然な方法で y上 の方程式

系/c ttγが作れ,次 が成立します。
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RHom夕 7(/c_利γ,4Ⅳ )

= 2 H o m鋳 (ィ χ́) IⅣ

2Horn夕y(/C_劃y,β″)

=2「 ″RHorn夕χ(ノ4´ χ)③ ωttχ〔60dim Ⅳ〕

RHom″ 7(/c_剰 y, CⅣ)

=2「 slχ(πⅣ,1 2Holn夕χ(″1´ χ))a

Θ ωⅣlχ〔cO d i m  N〕

31 .三富照久 (広島大 ・理)On  B r e m e r l m m ' s∞n‐

jecture for the Silov boundary Of pseudoconvex

Rieltlann dOmalns

Brernerrann's conJectureと は,ρ をpseudoconvexと

するとき,“バ ρ)の シロフ境界 Γ4(0=∂ρ の強擬凸

境界点の全体 S,(∂ρ)"と なるか ? と いう問題である。

ここでは, Rossiの Peak Point Theoremを 使 う事によ

り,次 の結果を報告する。

定理.Rは Riemalln domain over σ"

R⊃ ρ は subdomain宙th C2_boundary。このとき,

(i)ρ が 4(ρ )一colwex==⇒ Γバ勁=S,(∂ ρ)

(→ 0が Ц⊃ ―cOnvex=⇒ Γ″(D=S,(∂ ρ)

ここで 0が 4(3)-00nvexと は,五 ほ動 の sp∝trum

S4(0と同相になる事を言う。嵐 ρ)も同様.

なお,∂ρ =Γ 40=⇒ ρ が Steinとなる事から,RDρ

力幽 のとき,ρ =S嵐 勁力滋 する事と,Levi probk卿

とが同値である事にも言及する。

32.鈴 木正昭 (富山大 ・理)擬 凸領域上の intrinsic

IEletrlcs

C″内の擬凸領域 ρの intrihsic rnetrics,とくに小林

の計量について考える。次のことを報告する。

1°.ρ はθ"内 の原点を中心 とする有界な円状領域で

擬凸かつcompleteと する。 こ のときSadullaevに よる

Schwarz lernmaを用いて原点における小林計量が求め

られる。 さ らにρが凸であれば小林計量とCaratttdory

計量は原点で一致する。この事実は有界対称領域に応用

をもつ。

2°.N.Sibonyは P一計量を導入したがこれは擬凸領域

の小林計量の下からの評価に有効なので,こ れをつかっ

ていくつかの新らしい双曲型領域の例をのべる。

33.藤 本佳久 (東大 ・教養)あ る可算個の直積空間上

の正則函数について

次のような無限次元空間上に拡張された意味の正則函

数について議論する。まず,複 素平面の可算個の直積空

間を″Cと 書き,位 相は射影 メ
+1:θ"+l―→ c″による

射影極限位相を入れたものを考える。そして,″ σ上の

正則函数の芽のなす層を´∞と書 く.こ のとき,υ を

″Cの 高々有限個の成分しか持たない開集合とすると,

こ嵐 υ)笙1摯の (夕・(仇 ) )なる代数的同型が成 りたつ:

ただし 夕″:″σ― C"は 射影 を表わし,´たはσ
″
上

の正則函数の芽のなす層である。そこで C~函 数のあ

る部分空間をとりだすことによって柔軟層 ′。が存在し,

次の ∞́の柔軟分解が得られる。

0-→ ～ →′,0-g'1-ア ツ
2_→ ¨̈ ¨

この柔軟分解を使つて ∠ ={(ZJ)∈ ″σ:I ZJI≦γJ}

(γ:>0)の ∞́係数のコホモロジー群が消滅することを

示す。

34.竹 腰見昭 (京大 ・数理研)A duality th∞reEn On

pseudcDconvex domalns

Xを π次元複素多様体 〃 上の相対コンパクトで滑ら

かな境界 ∂Xを もつ擬凸領域とし,Fを 〃 上の直線東

で ∂Xの 近傍で正の曲率 をもつ もの,Eを 〃 上の直

線東とする。この時正整数 π≫ 0に 対 して境界条件

″争。(X,F。
"OE)に

付随 した ∂一Neurnam問 題,

`"~ク'″
~。
(X,F・ 。"ΘE°)に付随した ∂一Neumarln問題

が解けることを昨年発表したが,最 近の筆者の境界での

∂作用素の正則性に関する結果を用いると両者の調和形

式の間に次の双対性が成立する。定理.正 整数 sに対し

て正整数 笏(s)が存在 し,解 ≧ %(s)の 時,″ 傷9(∂)

=Ⅳ :'9∩Ⅳ叙⊆β:'9(χ,F。"ΘE),″ケク'″~9(∂)=

Ⅳ∴ノ'″9∩Ⅳ昨''2-9Q`:'°(χ,F・。"ΘE°)で あって

同型 β:'°(χ,FO"Θ E)笙 `ξ
~p・2~°

(χ,P°
"ΘE・)は

同型 〃駒°(∂)笙 ″ケ''2~°(∂)を 引き起こす。

35。渡辺公夫 (筑波大 ・数学系)On nOrHnal quartic

surfaces with a singularity of geometric genus

equal to two

Xを P3の 正規 4次 曲面とし,Iを Xの 特異点とす

る。∬の幾何種数を夕σ(I)とすると,梅津氏 [On Norlnal

Projective Surfaces with trivial dualizing sheaf.To

appear in Tokyo Journal of Mathematics]により,Iが

∞ne singularityでない ときは,ク,(■)≦ 2が 証明され

ていた。ここでは,夕o(■)=2を もつ 4次 曲面が実際

に存在する (たとえば,(∬″―z2)2+y4+z4=0)こ と
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を報告する。さらに,そ の構成法及び,幾 何的特徴につ

いても言及する。

36.卜 部東介 (都立大 ・理)・清水保弘 (都立大 ・理)

cOrank 2の 5重 孤立特異点の分類と標準型

アーノルド[1]は ,モ ダリティー πなる量により,

超曲面孤立特異点を調べ,π =0,1,2の 場合に系統的分

類を行なった。ここではヘツシアンの退化次数(corank)

が 2以 下,超 曲面の定義式を巾級数表示した時の位数が

4以 下の特異点の分類が本質的であつた.我 々は,さ ら

に進んで 解 =3,4, 5の 特異点を調べ,ア ーノルド

の発見したような興味深い現像 (奇妙な双対性など)を

見出すことを目指す。その第 1段 階として,Corank 2,

位数 5(5重 点)の 特異点の分類は避けられない。その

際, 2変 数で位数 5の 巾級数について 「重みつき次数で

測った最低次項の因数分解が巾級数の因数分解をひきお

こす」(因数分解定理),「因数分解された因子の 1つ を

保つて,他 の因子 を座標変換で標準形にする方法」(簡

約化の基本定理)と いう2つ の定理が重要となる.

cf.Arnol'd[1]:L∝ al Normal Forms of FunctiOrs,Inv.

math.,35(1976), 87--109.

37.小 山陽― (早大 ・理工)・大柳茂樹 (筑波大 ・数

学系)ClassifiCation Of rational surface singularities

I

〃 をn O n‐s i n g u l a r  s u r f a c e ,スを1次元のc o m p a c t  c O n‐

nected analytic subsetとし, 4=∪ 4J と irreducible

componentに 分解する. Grauertに より,“五 カS cont「

r a c t l o nを持つ
"←⇒ “

i n t e r s e c t i o n  m a t r i x ( 4 J・4 J )が

negative definite"が示されている。 intersection lnatrix

は 4の weighted dual graphに より定まり,(」И,4)の

cOmractionが rational singularityならば4の dual graph

は tree(io e.simply connected l‐simplical complex)とな

ることが分かる。講演では,Weighted dual graphがtree

のとき,そのinter〔(ction matrixが negative definiteと

なる必要十分条件は,そ の treeに沿った連分数展開を

用いて与えられることを示す。

38。小山陽― (早大 ・理工)・大柳茂樹 (筑波大 ・数

学系)ClassifiCation of rational surfaoe singularities

I

「 をweighted dual graph,b=(bl,。
…・・,b“)を その

weightと する (―b:=A:).「 が treeの とき,b≫ 0

とすると,「 はnegat市e definiteとなり,その contraction

が rational singularityとなる。従つて,unweighted dual

graphネΓが与えられると,wdghtの 有限個の組 {び
→
}が

定まり, “weighted dual graph(中Γ,b)は rational sin‐

9ularityを与える←⇒ ある ′に対し,b≧ が')"と
出来

る。また,与 えられた treeに対し,実 際にこの {び
:))を

求めることが出来る。今回は,頂 点の数が10個以下の

tree(201種類)そ れぞれについて,{が
')}の

完全なlist

が得られたことを報告する。

39.野 口潤次郎 (阪大 ・教養)・砂田利― (名大 ・理)

Finiteness of the family of rational and IItero‐

mOrphic mapping,into algebraic varieties

de Franchisの 定理の高次元化を考える。力を代数的

閉体,7を 力上の滑らかな完備代数多様体,4″ 猟 7)

で 7上 の接ベクトル東 T(7)の 「 歪対称積を表わす。

7を 力上の代数多様体とし,4(7,7)={/:7-→ y

分離有理写像,rank/≧ μ)と おく。

定理 1。もし4μ T(7)が 負ならば,巧 (7, 7)は

有限族である。

力=Cの 時,Xを コンパクト複素解析空間の Zariski

開集合とし,ん (X,7)={/:χ
一→ y有 理型写像,

rank/≧ μ}と おく.

定理 2.も し4″T(7)が 負ならば,ノ 家X, 7)は

有限族である。

証明には,4″猟 7)が 負の時に,函数論での SchWarZ

の補題に相当する補題を示し,こ れによつて Xが コン

パクトの場合に帰する。時間があれば,例 の構成や,更

に一般化等についても言及する。定理 1, 2の 証明等は

AIner.J.Math.に出る予定。

特 別  講  演

西野利雄 (九大 ・工)コ ンパクト又は擬凸状な複素多

様体上の解析函数の存在について

1.″ をη次元複素多様体 (連結)と し,コ ンパクト

又は擬凸状 と仮定する。″ 上のコンパクトな解析面 (η

-1次 元)で特異点を持たず既約なものを Sと するとき,

もしSの 近傍で Sの みで一位の零を取る正則函数が存

在するならば,Sを genericな面ということにする。こ

のとき次のことが云える。

主定理.〃 上にgenericな面 Sが あれば,Sを 定数面

にもつ,〃 全体で解析的な函数が存在する。

この定理は次の三つの段階によつて示される。

2.″ 上の genericな面 に関 して次の二つの命題が成
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とする。このとき, リーマン面 Rの 種数は有限である。立する。

したがってRは あるコンパクトなリーマン面 R°から閉命題 1.″ 上のコンパクトな解析面で特異点を持たず

既約なものをSと するとき,二 つの条件        集 合 οを除いたものとみなせる。このとき次のことが云

Sの みに極 をもつ Sの 近傍での Cousin I問題は常  ぇ る。

に S上 で解を持つ。

Sの みに零をもつ Sの 近傍での Cousin Ⅱ問題は常

に S上 で解を持つ。

を満たすならば,Sは geericである:)

命題 2.Sを 上 と同様のものとするとき,Sと 交わら

ず,Sに 一位で収東するコンパクトな解析面の列が存在

するならば,Sは genericである。

命題 3.〃 上に互いに交わらないコンパクトな解析面

が非可算個存在するならば,そ の中にgeericなものが

存在する。

3. 7を ″ 上のある領域,の を 7か らあるリーマン面

Rへ の解析写像とし,Pの 任意の点′に対し,S,:の
1(p)

が連結でコンパクトな解析面であるとする。このとき,

y={S,;夕 ∈R}を 解析面の解析的な族といい,y=

{y,0,P}と 書く。先ずRを 単位円 D:IZI<1と

し,′θをつの θ方向の半径,yθ を ′θ上にあるyの

部分族 とする。このとき次のことが云える。

補題.7が ″ の完全内部にあるときは,高 々測度 0

の集合に属する方向 θを除いて,7θ は″ 上で正規族

をなす:)

このことは,Dの かわりに,Dか らDの 完全内部にあ

るDの 中心を含まぬ閉集合 θを除いた領域 D・=D― θ

を考え,′θのかわ りに,D*内 にある ′θの部分で ,の

境界に達する連結成分 ′θ
・
を考え,yθ として ′θ

°
上に

あるyの 部分族 yθ
+を

考えたときにも成立する。

4。さて,〃 がコンパクトのときを考えよう。″ 上に

genericな面 Sが あるとすると,定 義よりSの ある近傍

に解析面の解析的な族が存在する。)それを〃 上で可能

な限 り解析接続して得られたものを y={7,の ,P}

命題 3.θ はディリクレ積分有限な正則函数族に対す

る函数論的零集合である:)

このことから,の はR+へ の解析写像 として″ 全体

へ解析接続できることがわかる。R*上 にはいつでも解

析函数が存在するから,それを ので 〃 へ引きもどせば,

〃 上の解析函数が得られる.

〃 が擬凸状のときは,″ の完全内部にある擬凸状な

領域に対して上と同様の考察をすることによって,同 様

の結論を得ることができる。

5。この主定理は,た とえば次のようなことを意味し

ている。

″ 上のある領域に有理型な函数 gが あるとする。こ

のときもしgの 零面が コンパクトであるなら,〃 全体

で有理型な函数 Gが あって,gは Gの 函数として表わ

せる。さらにgが S上 に不定点を持つならば,θ 自身

が ″ 全体へ解析接続される。
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